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「スケートボードのようなアクティブで自由なものを否定したり、
追い出そうとするべきではない。スケートボードは健全なもので
あるし、それが自由の一部である」（ジェイン・ジェイコブズ）

負のイメージを払拭し、地域活性化に生かす

東京オリンピック以後、一般に認知されたスケ
ートボード。全国各地でスケートパークの設置
が進む。一方負のイメージが解消されず問題も
指摘される。本書はスケートパークの世界の先
進的事例を紹介し、スケートボードが生み出す
新しい文化活動の可能性を都市政策論と文化経
済学の視点から考察する、初の成果。
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＊本書で紹介するスケートパーク事例
【公共スケートパーク】
駒沢オリンピック公園ストリートスポーツ広場（東京都世田谷区）
うみかぜ公園スポーツ広場（神奈川県横須賀市）
火打形公園スケートボードパーク（京都府京都市南区）
祖師谷公園のスケートボードスペース（東京都世田谷区）
【私設（私営）スケートパーク】
TOKYO SPORT PLAYGROUND×ART（東京都江東区）
SKATE CLUB ORION（沖縄県沖縄市）
Department Skateshop Park（岩手県花巻市）

2023年
12月5日
　発売！


